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◎STAFF 紹介 

 

教員 

ｵｸﾑﾗ ﾃﾂｵ 

・奥村 哲夫 教授 
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・HP はこちら 

・e-mail： okumura@aitech.ac.jp 

 

教員 

ﾅｶﾑﾗ ﾖｼｵ 

・中村 吉男 教授 

・7 号館 3 階 326 号室 

・HP はこちら 

・e-mail： @aitech.ac.jp 

 

 



◎地盤研究室の動き 

 

土質力学や地盤工学で対象とする問題は、各種構造物の基礎や地山を構成する“地盤”を扱

う問題と、フィルダムや堤防等の土を材料として扱う“土質(盛土)構造物”の問題に大別される。

前者を“自然地盤”、後者を“人工地盤”と考えてもよい。本研究室では従来から、土質・地

盤工学が総合的に関わる領域として、“フィルダム”に関連する問題を主体的に扱ってきた。

これには、フィルダム堤体の地震時の応答挙動と耐震設計に関する研究、ダム基礎としての砂

地盤の液状化特性と破壊評価に関する研究、盛り立て中や施工後の堤体の応力・変形挙動と安

定性評価に関する研究、貯水や降雨に伴う堤体内の浸透挙動と斜面の安定性に関する研究、堤

体内浸透に伴う築堤材料の浸透破壊（水理的破壊現象）に関する研究、アスファルト遮水壁材

料の力学特性と地震時の亀裂防止対策に関する研究、などが含まれる。しかし、近年掲げられ

ている公共事業の縮小や工費縮減の問題、産業廃棄物の処理及びその有効利用(リサイクル)の

問題、地盤汚染の防止と地盤環境保全の問題等を踏まえて、例えば、建設汚泥の再生利用に関す

る研究など、新たな研究分野への取り組みに向けて少しずつ研究活動のシフトを試みている。 

 

◎最近の卒研テーマ  （実）：実験的研究 （解）：解析的研究      Top へ戻る 

 

・廃棄物処理場や廃油貯蔵庫等から排出される水溶性の有害物質が、地盤汚染を引き起こす状況を

模型浸透実験で再現し、汚染物質の挙動と浄化対策について考察を加えた。（実） 

・産業廃棄物である汚泥の安定処理工法の一種である｢粒状固化工法｣について、締固め・透水・ 変

形特性など処理土の力学的特性を実験で調べ、土質材料としての有効性を確かめた。（実） 

・産業廃棄物であるペーパースラッジ（製紙汚泥）の焼却灰（PS 灰）を、建設汚泥の固化材として

用いた場合の改良土の強度特性や適正配合を実験で調べ、その有効性を確かめた。（実） 

・地盤改良工法の一種であるサンド・コンパクション・パイル工法（SCP 工法）を室内模型実験 

で再現し、パイル打設による地盤内の間隙水圧上昇や応力分担の特性を明らかにした。（実） 

・盛土が築造される過程において、堤体内に土荷重がどのように分配され、それが盛土斜面の変 形

及び不安定化にどのように結びついて破壊に至るか、を数値解析で調べた。（解） 

・中心コア型のロックフィルダムの応力・変形挙動を数値解析で調べ、ロック材とコア材の相対 剛

性や断面形状が応力伝達特性に及ぼす影響を調べた。（解） 

・溜池等の貯水位が急激に低下し、堤体内に発生する過剰間隙水圧の作用によって斜面が不安定化

する現象を数値解析で再現し、堤体の透水性と貯水位の低下速度の関係を調べた。（解） 

・降雨浸透に伴う盛土斜面内の浸透流の特性を数値解析で明らかにし、堤体の透水性と降雨強度 の

関係が浸透流や間隙水圧の挙動に及ぼす影響を調べた。（解） 

 



◎学生諸君に望む      Top へ戻る 

 

研究課題は、実験的な研究と解析的な研究に大別される。実験研究では、①研究を達成するための

実験装置の開発・作製、②操作・測定方法の習得、③実験で取得したデータの解析、④得られた結果

の図表整理、⑤論文作成・執筆と発表、などの流れで研究が進められる。解析研究では、①数値解析

を行うためのコンピューター操作（プログラミングを含む）の習得、②数値解析手法の理解とプロ

グラム操作の習得、③計算結果（数値データ）の図表整理、④論文作成・執筆と発表、となる。流れ

はほぼ同じであり、扱うもの（実験装置か、パソコンか）が異なるだけである。 

実験・解析いずれにしても、学生諸君に望むことは、一言で言えば“考えて行動せよ”であ

る。①まず、実験装置の仕組みや数値解析手法の内容を理解して研究に取り組むこと、②次に、作

業を進めるに際して、いま自分は何の目的で、何をしようとしているのか、何をすべきかを常に考え

て行動すること、③そして、実験・解析で得られたデータを整理する際は、論文の構成（ストーリ

ー）を組み立てながら、どのように表現すれば目的が達せられるか（自分の言いたいことが言える

か）を考えること、などである。 

 

◎卒研スケジュール      Top へ戻る 

 

卒業研究の大まかなスケジュールは同じであるが、実験と解析では研究手法・手段（道具）が異なる

ので、作業の進め方に若干の違いがある。毎年度、５月に研究の題目を決め、以後は大体以下のような

段取りで研究を進め、論文執筆・提出・研究発表に至る。なお、例年の日程では、１月末に論文の一次提

出（発表会場で閲覧）、２月初旬に研究発表会（土曜日全日）、２月末に論文の二次（最終）提出（word 

版と pdf 版）となっている。 

＜奥村班＞初期の段階では、研究の目的および目的を達成するための実験内容・条件・方法について

検討する。そして、予備実験を行いながら実験装置（実験内容によっては装置の改良や新規 に制作）

の取り扱いや測定方法を習得する。夏休み前までに本実験を１～２ケース実施し、デー タ整理・図化

を通して得られた結果を吟味・検討する。この間、１、２回、研究目的や実験方法などについてパワー

ポイントを用いて説明を行い、プレゼン能力の向上を図る。夏休みは８月の約３週間とし、９月から

12 月の４ヶ月間は実験・データ整理・結果の考察を繰り返し行いながら論文原稿を順次作成する。

実験は 12 月末の終了を目途とし、中間発表を２回ほど実施して論文内容のチェックを行う。年明

けの１月からは、必要に応じて再実験、論文原稿・レジメ・パワーポイントの作成と修正などを行う。

本番発表会の約１週間前に最後の昼間発表会を行い、最終調整を行って、論文提出、発表会に望む。 

＜中村班＞ 

基本的には奥村先生と同じ手順だが、具体的なスケジュールは後日整理する。 

 

 



◎卒研に必要な専門科目      Top へ戻る 

 

卒研に関連する科目として特に履修を義務づける科目はない。視野を広げるために、環境・防災系

の科目も含めて、他の分野の科目を幅広く受講することを推奨する。ただし、地盤関係の卒研を行う

のであるから、データ整理や論文執筆に際し、土質力学や地盤工学の知識が不可欠であることを認

識し、理解が不足するところは研究を進めながらでも常々補う努力をして欲しい。 

 

 

◎卒研風景、主要研究設備など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


